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苦しみに　優しい君の手　差しのべて（白石紗
さ き

希・中央中１年）踏み出そう　君の勇気で　救われる（江藤環
たまき

・自由ヶ丘中１年）
そのライン（ＬＩＮＥ）　使い方次第で　いじめにも（吉田晴

はると

翔・河東中１年）
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医療費全体における
生活習慣病と
新生物の占める割合

その他

新生物（ガン）

生活習慣病

健診未受診者・受診者別の生活習慣病治療状況と医療費
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早期発見・早期治療で
体にも財布にも
優しいのね！

1.5倍以上！
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会場 日程（平成28年）
健診・検診
の種類

メイトム
宗像

2月8日（月） 2月27日（土）
▽特定健診
▽がん検診
▽節目健診

市健康課
（西館１階）

3月8日（火） 3月17日（木）
大腸がん
検診のみ

＊特定健診以外は、加入の保険は問いません。
　申込方法など詳細は問い合わせを

住民健診日程を追加しました

認知症

生活習慣病

40～74歳で要介護の人の有病状況

＊生活習慣病は、脳卒中、高血圧、脂質異常症、糖尿病などの合計です
＊平成26年３月の宗像市の国保加入者のデータです
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受けてますか？

　聞いたことはあっても受診し
ている人は少ない「特定健診」。
メタボ健診などとも呼ばれて
いたので、自分には関係ないと
思っていませんか。自分の健康
は自分で守る時代。まずは、特定
健診を受けてセルフチェックし
てみましょう。

「特定健診」とは

平成26年度医療費分析から見る
健診受診有無と生活習慣病リスク

ホントはコワイ「生活習慣病」

あなたも特定健診を受けてみましょう

　平成20年度から法律に基づいて、各保険者が40歳以上の加入者
を対象に実施している健診です。
　市では、市国保加入者を対象に実施していますが、それ以外の
人はそれぞれが加入している健康保険で受診することができます。
　高血圧や糖尿病など、自覚症状がなく日々の生活の中で徐々に
進行する「生活習慣病」を早期に発見し、予防・改善することを

目的としています。いわゆる「メタボ」の人だけではなく、スリ
ムな人でも早期発見されることがあります。

　特定健診の受診による、生活習慣病の早期発見と重症化の予防
の効果を、実際の医療費データの分析で見てみましょう。

　平成26年度の市国民健康
保険（国保）の医療費のうち、
高血圧症、糖尿病、脂質異
常症などの「生活習慣病」
の占める割合は、25.4％で、
「新生物（ガン）（15.0％）」
を上回っています。

　特定健診の未受診
者・受診者別に、生活
習慣病で治療中の人の
医療費を分析したとこ
ろ、健診受診者の一人
当たり医療費は約40
万であったのに対し
て、健診未受診者の一
人当たり医療費は約
60万円となっていて、
1.5倍以上の差となっ
ています。

　市国保の医療費状
況を年齢階層別にみ
ると、「10歳未満」
を除き、年代が上が
るにつれて、一人当
たり医療費は増加し
ています。特に、「70
歳代」は急激に高く
なっていて、一人当
たり医療費が年間約
50万円かかってい
ます。

　医療費の違いだけではありません。誰でも、できるだけ
人の世話にならずに、いつまでも健康に生活したいと思っ
ていますよね。40〜74歳で要介護の人の約半数は生活習
慣病で、認知症よりもずっと多いのです。

　市国保加入者は、特定健診を市内外の医療機関で受診す
ることができます（個別健診）。また、メイトム宗像・宗像
医師会病院健診センターでも、受診できます。まずは、健
康課へ問い合わせを。

▽医療費分析から見る健診受診有無と
　生活習慣病リスク＝国保医療課国民健康保険係
　☎（36）1363
▽生活習慣病、特定健診、住民健診＝健康課
　☎（36）1187

■問い合わせ先

特 定 健 診、

年齢階層別の被保険者一人当たり医療費（年間）
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　生活習慣病を早期発見・早期治療すれば要介護のリスク
をさげることが期待できます。

市国保医療費の25.4％が生活習慣病

年代が上がるにつれて医療費は増加傾向

健診未受診者の一人当たり医療費は受診者の1.5倍以上！


